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現在、岡山県内で手足口病が流行しています。

岡山県感染症発生動向調査によると、第２３週（６月６日（月）から６月１２日

（日）まで）における、県内５４の定点医療機関（小児科）の平均患者数が、７．３

１人で、過去１０年間で最も多くなっています。

特に、真庭保健所（１４人）、美作保健所（１３人）、倉敷市保健所（１２．５５

人）管内で多く発生していますので、今後の動向に注意するとともに、感染の予防を

心がけ、早めに医師の診察を受けるようにしてください。

【手足口病とは】

手足口病は、夏に幼児を中心に流行するウイルス感染症です。県内でも１歳、２

歳、３歳の順に発生が多く、３歳以下で全体の８０％を占めています。

発熱は軽度で、口腔粘膜および手のひら、足の裏や足の甲に２～５mmの水疱性発疹

が出現するのが特徴です。

通常は、合併症や後遺症もなく、１週間以内に治りますが、まれに、髄膜炎を起こ

すことがあります。

【家庭で出来る対策】

①外から帰ったとき、手洗いやうがいをしましょう。

②症状がある人とは密接な接触を避け、タオル等の共用はやめましょう。

③高熱や頭痛・嘔吐がひどい場合には、早めに医師の診察を受けましょう。

【岡山県内の感染症情報】

岡山県感染症情報センター

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=309

岡山県感染症情報メールマガジン（毎週金曜日に感染症情報を配信します。）

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/detail.html?lif_id=97672
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岡山県感染症情報週報（２０１１年 第２３週） ※抜粋 
週報は６月１７日に更新します。 

今週の注目感染症 

手足口病の定点あたり患者報告数は、先週より大幅に増加しました（ 259 → 395 人  定点あたり  4.80 → 

  7.31 人 ）。岡山県では、今年は過去 10 年に比べ患者発生の時期が早く、定点あたり患者数も多くなって 

います。 

患者数は、倉敷市（ 8.45 → 12.55 人 ）、備前地域（ 2.30 → 5.30 人 ）備中地域（1.29 → 2.29 人 ）、備 

北地域（ 1.00 → 1.25 人 ）、真庭地域（ 4.00 → 14.00 人 ）、美作地域（ 7.00 → 13.00 人 ）で大幅に増加 

し、岡山市（ 5.71→ 5.50 人 ）では少し減りましたが、前週同様患者発生の多い状況でした。県内全域で発 

生が増え、岡山市、倉敷市、備前地域、真庭地域、美作地域では、大きな流行が発生または継続しつつ 

あると考えられるレベル 3 になりました。 

手足口病は、夏に幼児を中心に流行する感染症です。1 歳が最も多く、ついで 2 歳、3 歳の順で、3 歳 

以下で全体の 80％ を占めています。発熱は軽度で、口腔粘膜および手のひら、足底や足背に 2 ～ 5mm の 

水疱性発疹が出現するのが特徴です。通常、予後は良好ですが、高熱や頭痛・嘔吐がひどい場合には髄 

膜炎の合併も考えられますので、早めに医師の診察を受けましょう。 
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レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと レベル３が継続されます   

 


